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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成25年10月10日(2013.10.10)

【公表番号】特表2011-518758(P2011-518758A)
【公表日】平成23年6月30日(2011.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2011-026
【出願番号】特願2011-507425(P2011-507425)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/32     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   4/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   3/32    　　　　
   Ｃ０３Ｃ   4/10    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   1/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年8月20日(2013.8.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス組成物であって、原子百分率で：
　６０～７０％のＳ、またはＳとＳｅの組合せ、またはＳとＴｅの組合せ、またはＳ、Ｓ
ｅおよびＴｅの組合せ；
　６～２０％のＧａ、またはＧａとＩｎの組合せ；
　１５～２０％のＰ；
　０～４０％のＡｓ；
　０～１５％のＧｅ；
　０～１０％のＳｂ；および
　０～５％のＭ；
を含み、
　Ｓの割合がＳｅ、Ｔｅ、またはＳｅとＴｅの組合せの割合以上であり、
　Ｉｎの割合が２０％以下であり、
　Ｍが、Ｓｎ、Ｔｌ、Ｐｂ、Ｂｉおよびそれらの組合せであり、
　各割合が、ガラス組成物中のＳ、Ｓｅ、Ｔｅ、Ｇａ、Ｉｎ、Ｐ、Ａｓ、Ｇｅ、Ｓｂ、お
よびＭの原子の合計に基づいている、
ガラス組成物。
【請求項２】
　Ｇａ2Ｓ3－Ｐ2Ｓ5の２成分系を含み、
　１つ以上のＳ原子がＳｅまたはＴｅで置換されて差し支えなく；
　１つ以上のＧａ原子がＩｎで置換されて差し支えなく；
　Ｓ、Ｓｅ、およびＴｅの原子の合計が化学量論値の７０％～１３０％である
ことを特徴とする請求項１記載のガラス組成物。
【請求項３】
　ＧｅＳ2－Ｇａ2Ｓ3－Ｐ2Ｓ5の３成分系を含み、ここで、
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　１つ以上のＳ原子がＳｅまたはＴｅで置換されて差し支えなく；
　１つ以上のＧａ原子がＩｎで置換されて差し支えなく；
　Ｓ、Ｓｅ、およびＴｅの原子の合計が化学量論値の７０％～１３０％である
ことを特徴とする請求項１記載のガラス組成物。
【請求項４】
　Ａｓ2Ｓ3－Ｇａ2Ｓ3－Ｐ2Ｓ5の３成分系を含み、ここで、
　１つ以上のＳ原子がＳｅまたはＴｅで置換されて差し支えなく；
　１つ以上のＧａ原子がＩｎで置換されて差し支えなく；
　Ｓ、Ｓｅ、およびＴｅの原子の合計が化学量論値の７０％～１３０％である
ことを特徴とする請求項１記載のガラス組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　希土類ドーパントがほとんどの酸化物ガラスには非常に溶解性であることが知られてお
り、硫化ヒ素ガラスにおける希土類ドーパントの明らかな不溶性は硫化ヒ素ガラスと酸化
物ガラスの間に存在する全体の構造的相違に起因するものと推測されている。硫化ヒ素ガ
ラスは、長鎖および、共有結合したピラミッド型のＡｓＳ3基の層からなると考えられる
のに対し、酸化物ガラスは、典型的には、比較的イオン結合したＭＯ4４面体の三次元ネ
ットワークを含み、ここで、Ｍは、シリコン、リン、アルミニウムなどのいわゆるネット
ワーク形成金属である。希土類ドーパントは、例えば、アルミノケイ酸塩ガラス中のアル
ミニウムとケイ素などの２つ以上のネットワーク形成金属の存在から生じる電荷不均衡を
相殺することが可能なこれらのイオン・ネットワーク構造に容易に適合される。
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